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ヲ

.

論

叢

」

利
潤
の
経
済
的
及

ひ
溢
徳

的
性
質

(
二
)

利
潤
の
経
済
的
及
び

第
十

三
巻

〔第
四
號

五
四
)

五
〇
四

道
徳
的
性
質

三
)

田

島

錦

治

第

二

節

利

潤

の
原

因
及

ひ
要

素

第

一
歎

緒
論
、
利
潤
己
利
子
亡
の
睡
別

　

む

り

　

　

　

ア
ダ

ム
・

ス
ミ
ス
及

ひ
其
他

の
英
國
學
者

か
資
本

主

ご
企

業
者

ε
を
混

同

し
陀
ち

こ
ご
、
井

に

カ
ー

ル
・

マ
ル
ク

ス
等
肚

會
主
義
者

か
此
誤
謬

を
襲

き

覚
る
こ
ご
は
既

に
述

へ
た
り
。
此

誤
見
は
更

に
他

の
誤

見
を
生

み
、
英
国
學

　

　

　

む

老
中

に
企
業

よ
り
生
す

る
利
潤

食
言

腰
。
舜

δ

℃
δ
豊

亀
。「
d
鼻
①讐
些
ヨ
Φお
①盆

暮

)
ご
資
本

よ
り

生
す

る
利
子

(守
。
葺

。
「窪

」
、
巨

④
穿

α
田

図
円葺

巴
臥
巨
巴

ご
を
混

同
す

る
者
砂

か
ら
す
。
而

し

て

マ
ル
ク

ヌ
等

か
蕾

に
利
子

ε
利

潤

`
の
差

別
及
ひ
關
係
を

明
に

せ
さ
る
の
み
な
ら

す

、
此

而
者

を

一
括
し

て
資

本
主

か
勢
働
者

の
生
産

し
だ

　

　

ロ

ゆ

る
所
の
者

の
中
よ
り
横
領
す

る
所
の
籐
剰
債
値
な
り
ε
思
考
し
だ
り
。

マ
ル
ク
ス
の
飴
剰
償
値
説
の
大
要
は
余
之
を
後
節
に
説
明
し
、
且
其
誤
謬
を
指
摘
す

へ
く
、
又
利
子

の
性
質
に
關

し
て
は
別
に
稿
を
更

め
て
之
を
詳
論
す

る
こ
ε
有
る

へ
し
ε
錐
も
、
今
藪
に
先

つ
簡
箪

に
利
子

ε
利
潤
ε
の
差
別

を
述

ふ
可
し
。

資
本
の
利
子
は
人
か
其
借
入
た
る
或
額

の
資
本

の
使
用

に
封
し
、
貸
主
に
支
輪
ふ
所

の
報
酬

に
し
て
、
是
は
同



一
の
時
に
、
同

一
の
國
に
於

て
、
同

一
の
危
険
.程
度

(①
ρ
⊆巴

「『
犀
)
を
呈
す

る
企
業
に
封
し
て
は
殆

ぜ
同
率
な

る

を
常
こ
す
。
縦
令
真
率
に
差
あ
る
も
、
軽
微
に
し
て
十
分

一
乃
至
五
位
に
止
ま
る

へ
し
、
之
に
.反
し
て
企
業
の
利

潤
は
同

一
の
時
、
同

一
の
國
、
同
種
の
企
業
に
於
て
著
る
し
き
差
異
あ
り
て
、
.其
差
か
二
倍
三
倍
四
倍
叉
は
十
倍

二
十
倍
に
達
す

る
こ
ピ
あ
b
、
,
叉
往
々
少
し
も
利
潤
な
き
場
合
も
あ
り
、
.叉
企
業
者

か
損
失
を
蒙
む
る
場
合
も
こ

れ
有
り
こ
す
軌
益
し
自
由
競
争
の
行
は
る
」
肚
會
に
於
て
、
利
子

の
割
合
は
貸
主
の
人
格

の
影
響
を
受
く
る
こ
ε

絶

て
無
き
か
、
又
は
僅
に
こ
れ
有

み
に
過
ぎ
さ
れ
ご
も
、
利
潤
の
大
小
は
重
に
企
業
者
の
人
格
に
原
因
す

る
も
の

な
り
ε
す
。
例

へ
ば
消
費
的
信
用
の
場
合

弔
往

々
見
る
如
く
、
食
欲
な
る
金
貸

か
借
手
の
急
追
な
る
事
情

に
棄
し

及
ひ
共
金
融
市
場
の
歌
呪
に
暗
き
に
棄
し
て
、
不
當
な
る
高
利
を
擾
馭
し
、
又
は
凋
占
業
の
場
合
に
於
て
は
其
利

潤
.
(所
謂
凋
占
的
利
釜

日
。
ロ
。℃
。
曙

σq
巴
請
)
は
、
企
業
者
の
人
格

に
關
係
な
く
し
て
、
非
常

に
五
大
な
る
こ
ε
有

り
ビ
錐
も
、
此
等
は
自
由
競
争

の
行
は
れ
さ
る
例
外
の
場
合
な
り

ε
す
。
故
に
通
常
の
場
合
即
ち
自
由
競
争
の
行

は
る
、
場
合
に
就
て
見

る
ε
き
は
、
払難

の
如
一
、
資
本

の
.利
子
の
高
低
は
其
所
得
看
た
る
貸
主

の
性
情
智
能

に

、

關
係

な
く
、
之

に
反

し
て
企
業

の
利
潤

の
大
小

は
其
所

得

着
た

る
企
業
者

の
能

力
手
腕

に
原
由
す

る
こ
巴
甚
大

な
.

る
を
知

る
な

駆
。

〃
ロ
ワ
・
ボ
リ

ユ
ー

か

『
資

本

の
利

子
は
物

の
物

に
樹
す

る
關
係

に
し
τ
、
利
潤
は
人

の
物

に

封
ず

る
關
係
な

b
」

ξ
官

へ
る
は
蓋
し
簡

に
し

て
要

.
得

だ
り

ε
謂

ふ

へ
き
な
り
。

(『
窪
。
団
-
割
田
島
。『

日
「巴
仲価

爵
傷。『盲
目
。
。
[
℃
『四音

戸5

亀

響
8
。
a
④
℃
。
臨
[凶禮
。
}.α
目。
σ
α
.
↓
。ヨ
。
H目.
℃
』

い
N
し

論

叢

利
潤

の
経
済
的
及
ひ
遺
徳
的
性
質
(
二
)

第
十
三
巻

(第
四
號

五
五
)

五
Q
五

一

.
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論

叢

利
潤
の
脛
濟
的
及
ひ
溢
徳
的
性
質
(二
)

第
卜
三
巻

(第
四
號

五
六
)

五
〇
六

第

二

歎

利
潤
ど
勢
賃
こ
の
匿
別

資
本

の
利
子
ゼ
企
業
の
利
潤
ε
の
差
別
は
前
述

の
如

し
、
、
而
し
て
次
に
注
意
す

へ
き
は
企
業
の
利
潤
ε
勢
働
の
賃

金
即
ち
勢
賃

ε
の
差
別
な
り
。
英
国
の
學
著
聞

に
利
子
ざ
利
潤
ε
を
混
同
す

御
者
多
き
か
如
く
、
猫
逸

の
學
者
間

に
利
潤

ε
勢
賃
ξ
を
混
同
す

る
者
多
く
、
現

に
企
業
者
利
潤

(ζ
葺
Φ∋
警
日
Φ
〒
げq
。長
言

)

ご
い
ふ
語
の
代
り
に
企

ロ

業
者
賃
金

(q
暮
oヨ
oげ
ヨ
①
ユ
o
ゴ
∋
)
ε

い
ぶ
語
を
用

ふ
る
者

あ
b
。

此
混

同
は
前

の
混

同

に
比
す

れ
ば
誤

謬

の
程

度

大

な
ら
す

`
錐
も
、
利
潤

の
眞
相

を
明

か
に
す

る
に
足
ら

さ
る
は
即

ち

回
し
ご
す
。
蓋

し
勢
賃

ε
利
潤

ε
は
共

通

　

む

類
似
の
黙
砂
か
ら
す
。
第

]
、
両
者
の
高
低
は
共
に
人
格

の
影
響
を
受
く
る
こ
ε
最
も
多
し
、
.勢
働
者
の
勤
勉
叉

は
熟
練

の
度
か
夢
賃

の
牽
に
影
響
す

る
か
如
く
、
企
業
者
の
能
力
手
腕
措
置
の
如
何
は
利
潤
の
大
小
の
重
な
る
原

因
を
成
す
・
墾

・
鶴

喬

の
蕃

か
餐

・
毒

す
る
か
如
く
・
企
著

聞
の
馨

は
利
潤
影

響
す
。
卿

む

む

閃二
も
企
業
上
の
危
険

の
大
小
か
利
潤
に
影
響
す

る
か
如
く
、
勢
働
上
の
危
険
の
大
小
は
鱒
賃
に
影
響
す
。
第
四
、

形
禮
上
文
は
精
神
上
不
愉
快
な
る
或
種
の
産
業
、
例

へ
は
掃
除
、
糞
尿
運
搬
の
如
き
も
の
に
在
り
て
は
、
之
に
従

事
す
る
企
業
者

の
利
潤
も
勢
働
者

の
勢
賃
も
共

量
口回
か
ら
さ
.る
を
得
す
。

む

　

斯
の
如

く
勢
賃
、ε
利
潤

ε
は
共
通
類
似
の
黙
多
し
ご
錐
も
、
其
異
な
る
要
熟
は
、
第

一
、
勢
賃

は
確
定
的
前
佛

な
る
に
反
し
て
、
利
潤
は
未
必
的
鯨
剰
な
る
こ
ご
是
な
り
。
勢
賃
は
企
業
者
の
雇
傭
す
る
.勢
働
者

か
豫
定
の
契
約

に
由
り
て
受
く
る
所

の
も
の
に
し
て
、
英
領
又
は
攣
は
前
知
せ
ら

れ
、
又

は
豫
寇
し
、
大
抵
日
給
週
給
月
給
等
の



形
式
を
以
て
前
佛
を
受
け
、
生
産
物

の
完
成
す
る
ε
否

ご
を
問
は
す
、
叉
其
損
失
な
く
費
卸
せ
ら
る
》
ε
否
ε
を

論
せ
す
、

一
且
領
牧
し
た
る
勢
賃
は
決
し
て
後
日
雇
主

た
る
企
業
者
よ
り
取
戻
を
求
め
ら
る
ふ
こ
蓬
な
く
、
萬

一

彼
か
勢
賃
を
支
撹
は
す
、
叉
は
支
梯
を
延
滞
し
た
る
場
合
、
例

へ
は
彼

か
事
業
上
の
損
失
を
受
け
て
亘
額
の
負
債

を
生
し
陀
る
時
ε
謄
も
、
諸
国
の
法
律
は
勢
賃
か
他
の
絶
て
の
債
椹

に
先

っ
も
の
な
る
こ
蓬
を
規
定
す
。
之
に
反

し
て
利
潤
は
企
業
者
か
其
生
産
物

の
費
上
け
代
償
よ
り
、
真
前
拙
し
セ
る
労
賃
其
他

一
切
の
生
産
費
を
控
除
し
て

得

る
所
の
鯨
剰
に
し
て
、
其
額
は
前
知
せ
ら
れ
す
、
叉
確
定
せ
す
、
年
に
由
り
て
は
多

き
こ
ご
る
り
、
又
少
き
こ

ε
あ
り
、
叉
は
全
く
無
き
こ
ご
め
り
、
叉
は
却
て
損
失
を
蒙
む
る
こ
ε
も
め
る
な
り
。

　

　

第

二
、
企
業
者

の
牧
得
す

る
利
潤

の
中

に
勢
働
者

の

勢
賃

に
似
だ

る
部
分
あ
り

ピ
錐

も
.
利

潤
の
他

の
部
分
ε

共

に
結
局
未

必
的
醗
剰

な
る
黙

に
於

て
勢
賃

蓬
異
な

る
。
是

は
英
風
學
者

か

毛
pびq
窃

o明
目。口
℃
Φユ
p
停。
コ
亀
①昌
。
。

即

ち

取
締

勢
賃

ε
補
す

る
ち

の
に
し
て
、
佛

語

の

。・巴
p需

号

ユ
【「8
ぎ

コ

及

ひ
凋

語

の

q
耳
q
コ
。
ゴ
ヨ
。.一。
,
昌
.は
蓋

し
之

に
原

つ
く
。
大
規
模

の
企
業
者

ぽ
固

よ
り
夢
働
者

ご
同

様

の
勢

働
を
親
ら

せ

さ
る
も
、
彼
は
生
産

事
業
を
計
叢
し

及
ひ
施

行
す

る
上

に
於

て
人

な

る
精

神
的
及
ひ
肉
騰
的

勢
苦
を
寫
す

も

の
な
め
。

彼
は
肚

會

の
需
要

を
豫

想
推
測

し
、
各

種

の
生
産
要
素

及
ひ
條
件

を
適
當

に
結
合

按
排

し
、
生
産

を
監
督

し
、
其

生
産
物

の
利
用
方

法
及

ひ
販
路

を
求

む

る

こ
ε
に
超

え
す
苦

心

し
、

加
之

出
勤

、
出
張

、
旅
行
、
巡
同
等

に
身
榿

を
勢
す

る

こ
ε
も
亦
砂

か
ら
す

。

故

に
此
等

の
勢

に
封
ず

る
報

酬
を
取
締
勢
賃

叉
は
企
業

者
勢
賃

ざ
名
け
て
、
以

て
利
潤
を

説
明

せ
ん
巴
す

る
は

一

論

叢
.

利
潤
の
経
済
的
及
ひ
道
徳
的
性
質
〔二
)

第
十
三
巻

(第
四
號

五
七
∀

五
〇
竜

「



論

叢

利
潤
の
縄
濟
的
及

ひ
遺
徳

的
性

質
(二
)
.
.

第
十

三
巻

〔第
四
號

五
入
)

」
.五

〇
八

慮
真
理
あ
れ
竃

、
所
謂
取
締
勢
賃
は
通
常
の
勢
賃

ε
異
曾

、
其
額
は
前
智

ら
れ
す
・
叉
必
す
支
佛
は
れ
傅

く
港
も

の
ご
限
定
せ
ら
れ
さ
る
も
の
な
り
。
故
に
取
締
労
賃
ε
い
協
語
の
代
り
に
取
締
報
酬
ご
い
ふ
語
を
用
ふ
る

、

を
可
オ
す
。
呪
ん
や
取
締
嬰
賃
は
軍
に
利
潤
の

一
部
分
を
説
明
し
得
る
に
止
ま
ヶ
、
後
段
に
述
ふ
る
如
き
利
潤
の

他
の
部
分

(例

へ
は
企
業
の
危
険
に
封
ず

る
補
償
、
幸
運
に
由

る
利
益
、
猫
占
的
利
盆
、
及
ひ
企
業
者

の
優

秀
観

る
企
業
能
力
に
由

る
利
益
)
を
説
明
す
る
に
足
ら

さ
る
に
於
て
を
や
。
但
し
企
業
者
特

に
大
規
模

の
企
業
者
は
前

述
の
如
き
勢
務
を
親
協
爲
さ
す
し
て
、
之
を
其
雇
傭
者

π
る
支
配
人
」
抜
師
、
職
工
長
等
に

一
任
す
る
こ
ε
多
し

斯
か
る
場
A
ロ
に
於
け
る
支
配
人
等
の
給
料

は
固
よ
b
通
常

の
勢
働
者

の
労
賃

ε
同
視
t

へ
き
も

の
な
り
。
何
蓬
な

れ
は
其
韻
文
は
率
は
前
足
し
一
且
事
業
の
成
否
に
拍
は
ら
す
必
ず
支
彿
は
れ
、
.決
し
て
後
日
取
戻
さ
る
、
も
の
に

非

さ
.れ
は
な
り
。

　

む

第
三
、
企
業
者

か
利
潤
配
分
方
法
を
實
施
し
た
る
場
合
に
於
て
は
、
勢
働
者
は
豫
定
の
契
約
に
基
き
利
潤
の
或

部
分
の
配
分
を
憂
く

へ
し
。
此
部
分
は
勢
賃
の
附
加
ご
認
む

へ
く
、
随
て
此
場
合
に
於
け
る
勢
働
者
の
勢
賃
の
全

機
は
企
業
者
の
利
潤

ε
同
様
な
る
危
険
的
要
素
を
含
む
も
の
ε
謂
ふ
を
得

へ
き
か
如
し
。
黙
れ
ざ
も
勢
働
者
は
利

潤
の
大
小
に
癒
し
て
其
掌

る
所
の
配
分
額
に
多
少
を
生
す
る
の
危
険
名

へ
ざ
も
、
毫

茎

葉
上
の
損
失
を
分

撫
せ
す
。
次
に
企
業
者

か

一
般
的
利
潤
配
分
を
實
施
せ
す
し
て
、
輩
に
上
級
役
員
例

へ
は
支
配
人
の
み
に
利
潤
の

或
部
分
を
給
興
す
る
こ
ピ
Σ
駕
し
だ
る
場
合

に
於
て
暗

、
蕾

に
此
等
上
級
役
員

の
任
務
か
企
業
者
の
任
務

ε
大
差

'



9

な
き
の
み
な
ら
隼
、
真
受
ぐ
る
所

の
報
酬
も
亦
甚
た
利
潤

に
似
た
り
。
熬

れ
ε
も
彼
等
か
企
業
上
の
危
険
を
負
握

せ
さ
る
こ
ε
は
、
通
常
勢
働
曹
ε
異
な
ら
す
。
故

に
損
失

の
場
合
に
は
彼
等
は
著

惹
し
く
其
報
酬
額
を
減
し
、
定

額
以
外
の
報
酬
即
ち
利
潤
配
分
額
は
皆
無
ξ
な
る

へ
し
ご
錐
も
、
彼

の
定
額
の
報
酬
及
ひ
前
期
に
牧
受
し
た
る
利

潤
配
分
に
就
て
は
決
し
て
後
日
取
戻
を
求

め
ら
る
》
こ
ε
無
し
。
之

に
反

し
て
企
業
者
は
自
身
に
此
等
上
級
役
員

の
任
務
を
執
り
た
る
場
合
に
、
縦
令
彼
は
此
任
務

に
封
ず

る
自
己
の
報
酬
額
を
前
差
し
て
毎
月
毎
期
叉
は
毎
年
に

分
ち
て
便
宜
帳
簿
上
に
記
入
し
、
叉
は
鞍
業
股
入
中
よ
り
差
引

き
牧
愛
す
る
こ
ビ
有
る
も
、
若
し
彼

の
企
業
が
損

失
し
た
る
時
は
、

一
旦
牧
憂
し
セ
る
も
の
を
も
再
ひ
支
出
せ
さ
る
可
か
ら
す
。
之
を
支
出
し
て
街
ほ
不
足
な
る
時

は
そ
れ
丈
彼
の
資
本

の
鉄
損

ご
な
る
な
り
。

む

　

も

以
上
述
ふ
る
所
を
総
括
す
れ
は
、
第

、一
、
利
潤
は
利
子
ご
同
し
か
ら
す
。
第
二
、
利
潤
は
勢
賃
ご
同
し
か
ら
す

勢
賃
の
中

に
就
て
、
利
潤
配
分
を
受
く
る
所
の
上
級
役
員
の
報
酬
は
頗

る
利
潤
に
似
売
れ
ε
も
、
其
取
戻
難
き
黙

に
於
て
之
に
異
な
る
。
而
し
て
謂
ゆ
る
取
締
勢
賃

ε
し
て
企
業
者
の
牧
人
に
計
算
す

る
所
の
も

の
は
、
實
は
利
潤

の

一
部
を
成
す

る
も
の
に
し
て
、
其
全
部
を
成
す

へ
き
も
の
に
罪
す

、
且
利
潤
の
他

の
成
立
部
冴
ε
同
様
に
未
必

的
始
剰
な
る
熟
に
於
て
勢
賃
ご
異
な
る
も

砂
な
り
。

第

三

歎

利
潤
の
要
素
、
総
利
潤
及
純
利
潤
の
概
要

利
潤
の
利
子
及
ひ
勢
賃
ご
混
合
す

へ
か
ら
さ
る
は
既

に
述

へ
畢
れ
.り
。
而
し
て
次
に
解
鉄
す

へ
き
ば
利
潤
の
要

論

叢

利
潤
の
縄
濟
的
及
ひ
道
徳
的
性
質
(二
)

第
十
三
巻

〔第
四
號

五
九
)

五
〇
九

,



●

.一

論

叢

利
潤
の
経
演
的
及
ひ
道
徳
的
性
質
(二
)

第
十
三
巻

(第
四
號

六
σ
)

五
「
O

素
、
即
ち
利
潤
は
如
何
な
る
部
分
よ
り
成
立
す
る
や
の
問
題
な
り
こ
す
。
此
間
櫃
の
幾
分
は
既

に
前
述
せ
る
所

に

於
て
屡
々
鯛
れ
だ
れ
ε
も
、
今
更

に
綜
合
分
析
し
て
之
を
説
明
す
る
の
便
宜

な
る
を
畳
ゆ
。

企
業
者

の
組
牧
入
、
即
ち
其
事
業
年
度
の
終
り
に
於
て
同
年
度
内

に
其
生
産
物
を
賣
り
て
得
た
る
牧
人
の
中

よ

り
、
他
人
に
属
す

る
生
産
要
素
に
し
て
彼
の
利
用

し
左
る
も
の
に
封
ず
る
報
酬
、
即
ち
-
若

し
絶
入
の
土
地
を
借

ラ

ド

ラ

用
し
た
る
時
は
其
他
代
、
2
若
し
他
人
の
資
本
を
借
■用
し
た
る
時
は
其
利
子
、
3
彼

の
雇
傭

せ
る
役
員
及
び
勢
働

(

」

し

(

む

　

者
の
給
料
勢
賃
の
三
項
を
控
除

し
て
得
た
る
飴
剰
は
通
常
利
潤

嘘
稽
せ
ら
る
。
實
に
此
三
項
は
生
産
費
中
の
最
重

要
な
る
も
の
に
し
て
、
.
其
額
叉
は
牽
は
前
知

せ
ら
れ
、
又
は
豫
淀
し
、
且
約
束
の
期
日
及
ひ
方
法
に
由
り
て
必
ず

支
彿
は
る

へ
き
も

の
な
b
。
撚

れ
ε
も
総
放
入
中

よ
り
此
三
項
の
み
を
控
除
し
て
得
た
る
餓
剰
を
指
し
て
利
潤
ご
.

補
す
る
は
要
當

に
非
す
。
或
學
者
例

へ
は
イ
ー
.り
1
氏
は
之
を
穂
利
潤

(σq
「o
筋

で
3
コ
5

ご
呼
ひ
て
、、
其

一
部
を

占
む
る
所
の
純
利
潤

(宅
話

o
「
ロ
曾
曝
o津
)
蓬
匠
捌
し
陀
b
。
氏
の
説
明
は
梢
解
剖
的
抽
象
的
に
過
く
る
嫌
あ
れ

ε
も
、
利
潤
の
要
素
特
に
其
最
重
要
な
る
人
的
要
素
を
理
解
す

る
に
甚
だ
便
な
る
を
以
て
、
弦
に
之
を
抄
述
す

へ

し
D

●

イ

ー

リ

ー

氏

は

其

所

謂

総

利

潤

を

解

剖

し

て

、

左

の

四

綱

八

目

ε

な

せ

り

。

(
国
て

雪

山

≦

8
冨

ぴ

煙

。
ヨ
n
旨
旨
豊

中

ぎ
。
巨

Φ
の

。
「
国
8

8

三

。
9

も

o
轟
・
b
・ω
o
㌣

ω
o
圃
)
。

　

む

第

一

企
業
者
自
身
に
属
す

る
所
の
生
産
要
素
に
封
ず

る
報
酬

7

、,



.

第 。 第o第 。

四 。(2)(1)三 。(2)(1)二 。(1)

ラ

ラ

利
子

2

地
代

3

勢
賃
特

に
取

締
勢
賃

(≦
p
σq
。。。
。
♂

も
。
「葺
①
注
窪
8
)

(

(

・

維

持
費

(O
訂
嶺
窃

o
「
寓
9
簿
8
p
昌
8
ド
)

資
本
減

償
補
充
基
金

〔牙
で
器
。一義

臼

⇒
巳

)

損
失

の
危
険

に
備
ふ

る
保
険
料

(凶諺
耳
磐
8

)

人
的
外

の
利
益

〔国
×
叶田
忌
。
閉
8
巴

O
田
島
)

血糊
占

的

利
益
.
(
　
ヨ
。き
℃
o
蔓

㈹
鉱
島
)

幸

運
的

利
益

(。9

巳
g
葺
巴

㈹
四
囲屋

)
.

純
利
潤

(℃
貫
。
。
「
Z
霧

中

。
即
)

蓋
し
イ
ー
り
一
氏
は
第

　
第
二
の
二
綱
五
目
を
以
て
生
産
を
行
ひ
及
ひ
織
綾
す

る
に
必
要
鉄
く
可
か
ら
さ
る
費

ゲ

む

　

　

　

む

用
即
ち
生
産
費
の
部
類
に
厨
せ
し
む

へ
き
も
の
亡
爲
し
、
総
利
潤

よ
り
此
等
を
控
除
し
た

も
鯨
剰
を
以
て
眞
實
の

む

む

鯨
剰
な
り
ε
思
考

し
、
而
し
て
更
に
此
眞
實
の
飴
剰
を
分
析
し
て
企
業
者
の
優
秀
な
る
企
業
能
力
に
本

つ
く
者
ε

む

む

　

む

　

む

然
ら

さ
る
者
ε
の
二
ε
な
し
、
後
者
を
名
付
け
て
人
的
外
の
利
益
(第
三
綱
)
ピ
駕
し
、
之
を
小
別
し
て
猫
占
的
利

益
巴
幸
運
的
利
益
`
駕
し
、
.而
し
て
此
面
利
益
は
常
に
必
ず
有
る
も
の
ご
は
定
ま
ら
さ
れ
こ
も
、
若
し
之
有
為
た

コ
　

　

む

ロ

.

る
場

合

に
は
之
を
眞
實

の
飴
糾

よ
り
控
除

し
て
得

π

る
籐
剰

は
企
業

者

の
人
格

に
本

つ
く
所

の
純
利
潤

(第

四
綱
)

な
り

ξ
論
断

し
た
り
。

論

叢

利
潤
の
経
済
的
及
ひ
遺
徳
的
牲
質
(二
}
.

第
十
三
巻

(第
四
號

六
一
)

五

一
一
.

「

〆

●



論

叢

翻

の
経
済
的
及
ぴ
数

的
佐
賀
三

)
.

第
+
三
巻

(鯵
四
號

六
二
)

五
三

第

四

歎

企
業
者
に
厨
す

る
資
本
土
地
及
ひ
勢
力
に
封
ず
る
報
酬
.

今
序
を
逐
ひ
、
先

つ
第

↓
綱

よ
り
論
評
せ
ん
。
企
業
者
は
既

に
他
人

に
厨
す

る
資
本

叉
は
土
地
を
借
用
せ
る
場

合
に
於
て
、
其
支
佛
別
所

の
利
子
叉
は
地
代
を
生
産
費
中
に
計
算
す

る
上
は
、
彼
は
其
所
有
す

る
資
本
叉
は
土
地

を
生
産
上
使
用
せ
る
場
合
.に
、
其
利
子
叉
は
地
代

に
相
當
す
る
額
を
生
産
費
中

に
計
算
す

へ
き
は
固
よ
り
論
を
挨

た
す
。
次
に
企
業
者
榮
賃

に
就

て
之
を
見
る
に
、
小
企
業
者
か
普
通
勢
働
者
ε
同
様
な
る
勢
働
を
駕
す
場
合

に
於

て
相
當
勢
賃
を
算
出
し
て
純
利
潤
の
外
に
置
く
.へ
き
は
勿
論
な
り
。
而
し
て
大
規
模

の
企
業
者
か
業
務

の
支
配
取

締
の
任
務
を
寫
し
た
る
場
合
の
報
酬
、
即
ち
謂
ゆ
る
取
締
勢
賃
(
又
は
取
締
報
酬
)
は
、
前
段
に
於
て
詳
説
せ
る
如

.

く
雇
傭
者

の
勢
賃

ご
大
に
異
な
る
も
の
な
れ
ε
.も
、
最
後
に
述
ぶ
る
純
利
潤
ぎ
は
文
學
理
上
匠
別
す

へ
き
も
の
な

り
℃
現
時
諸
會
祀

に
於
て
も
實
礫
土
規
則
正
し
く
此
取
締
報
酬

の
額
を
定
め
、
個
人
的
企
業
に
於
て
も
其
大
規
模

-な
る
も
の
に
在
り
て
は
同
様
の
計
算
を
駕
す
を
常

ε
す
。

第

五

欺

.

維
持
費
即
ち
資
本
減
債
補
充
及
ひ
保
険
料

こ

　

む

ロ

　

む

　

次
に
第
二
綱
の
維
持
費

に
就
て
論
評
せ
ん
。
資
本
の
減
債
補
充
は
亦
生
産
費
の

「
.部
を
成
す
も
の
な
り
。
元
来

減
債
補
充
基
金

(号
b
器
n剛註
8

守
巳
〕
な
る
語
は
重
に
固
定
資
本
印
あ
工
場
、
設
備
旨
.櫟
械
器
具
等
の
使
用

に
由

る
償
値
の
減
損
を
補
充
し
、
叉
は
将
来
の
新
式
生
産
方
法
の
案
出
叉
は
新
機
械
等

の
獲
明
に
基

づ
く
螢
工
場
替
設

備
菖
機
械

の
政
造
に
要
す

る
資
金
を
年
賦
に
て
積
立

つ
る
も
の
を
摺
す
。
、佛
語
の

∂
民

息
、
四
B
o
乱
臣
。ヨ
①三

凋
語

O

.



の

》
日
。
.¢
の僧
門ご
コ
・。す
託
・・
慮
之
に
回
し
。
黙
れ
ε
も
資
本
全
艦

に
就
て
考
察
す
れ
は
減
償
補
充
は
曹

に
固
定
資
本

に
向

て
の
み
な
ら
す
、
又
流
動
資
本
に
向

て
も
之
を
爲
す
も
の
ざ
論
定
す

へ
し
。
即
ち
勢
働
者

の
勢
賃
ε
し
て
支

彿
は
る
る
も
の
及
ひ
生
産
原
料
の
代
債
、
其
他
瞥
業
に
要
す

る
消
耗
品
の
諸
費
を
年
々
補
充
し
て
資
本
全
禮
の
減

少
趣
随
一
怯
亦
減
償
補
充

に
外
な
ら

さ
る
な
り
。
此
資
本
減
債
補
充
ビ
前
述
資
本
利
子
ぜ
は
別
々
に
計
算
し
て
之

を
混
同
せ
造

る
こ
ご
學
理
上
井
に
實
際
上
重
要
な
り
ざ
す
。

マ
ル
ク
ス
等
耐
曾
主
義
者

か
此
資
本
減
償
補
充
を
是

認
し
て
、
資
本
利
子
の
存
在
を
否
認
す
る
の
誤
れ
る
は
更
に
後
節
に
論
評
す

る
所
あ
る

へ
し
。

む

む

　

維
持
費

の
第

二
目

を
保
険

料
即
ち

事
業

損
失

の
危
険

に
備

ふ
爲

の
年

々

の
積

立

ε
寫
す
。

凡
そ
企
業
者

は
小
仕

掛

な
る
ε
大
仕
掛
な

る
ε
を

問
は
す
、
叉
其
註

文
企
業
な

る

巴
商
品
企
業
な

る

蓬
を
論
せ
す
、
絶

え
ず
損
失

の
危
険

を
胃
す

も

の
な
り

。
此
危

険

に
技
術
的

叉
は
工
業
的
危

険

(9
。げ
三
∩巴

o
「
ぎ
昆
⊆
。。叶ユ
巴

H尻
ε

ε
経

済
的

若
く

は
商

業

的

危
険
(
ゆ
8
口
。
邑
。
p,
一
。
「
8

后
ヨ
q
。同巴

「凶箔

)
の
二
種

ゐ
b

、
前
者
は
物
品

か
技

術
士
見
込
通

り
生
産

せ
ら

る

Σ
や

否

や

に
關

し
、
後
者

は
生
産

及

ひ
販
萱

か
経
済

上
損

失
な

く
行

は

る
Σ
や
否
や

に
翻
す

。
小
規
模

な

る
註
文

企
業

に

在

り

て
は

、
顧

客

の
註

文
を
待
ち

て
始
め

て
生
産

屯
着

手
す

る
も

の
な

る
か
故

に
、
技
術
的
危

険
を
負

へ
だ
も
、

経

済
的
危

険
を
負

ふ
こ
ε
割
合
"
少

し
。
黙

れ

ε
も
塗

然
此
危
険
な

き

に
非

す

、
即

ち
註
文

に
慮

し
て
生
産

し
た

、

る
物
島
を
費
り
損

ふ
の
危
険
は
殆
ん
ε
無
し
ε
難
も
、
卒
常
職
工
を
雇
入
れ
置
き
叉
工
場
機
械
原
料
等
固
定
井
に

流
動
資
本
を
準
備
・し
在

乃
か
故
に
、
業
務

の
閑
散
の
時
は
損
失
噛
蒙
る

へ
し
。
大
規
摸
な
る
商
品
企
業
に
在
り
て

.

論

叢

利
潤
の
纏
濟
的
及
ひ
滋
徳
鮒
性
質
(二
)

第
十
三
巻

(第
四
號

六
三
)

五
=
二

・



論

叢

利
潤
の
縄
濟
的
及
び
満
徳
的
性
質
(二
)

第
十
三
巻

(第
四
號

六
四
)

五

　四

は
特

別
の
註

文
を
待

だ
す

、
肚

會

の
需
要

を
豫
恕

し

て
、
大
量

の
生
産

を
駕
す
も

の
な

る
か
故

に
、
此
面
種

の
危

険
共

に
大

に
し

て
特

に
経
済
的
危

険
は
大
な
り

ご
す

。此

面

種

の
危
険

は
互

に
相

關
嚇
す

る
も

の
に
し

て
、
技
術
的

危
険
は
同
時
に
脛
濟
的
危
険
を
伴

ふ
も
の
な
り
、
企
業
者

か
新
な
る
生
産
を
企
圖
し
新

殿
明
を
確
…服
し
、
叉
は
新

生
産
方
法
を
採
用
す

る
如
き
場
合

に
於
て
彼
の
負
ふ

へ
き
技
術
的
並

に
経
済
的
危
険
は
如
何
に
大
な
る
へ
き
そ
。

而
も
彼

か
此
等
を
冒
す
を
敢
て
す
る
所
以
は
謂
ゆ
る
虎
穴

に
入
ら
さ
れ
は
虎
子
を
獲

さ
る
の
諺
の
如
く
、
大
危
険

の
横
は
る
所
に
は
大
利
潤
の
在
る
こ
ε
を
知
れ
ば
な
り
。
永
年
続
行
し
乗
れ
る
大
規
模
の
商
品
企
業
例

へ
は
英
國

に
於
け
る
紡
績
業
製
鐵
業
の
如
き
に
在
り
て
は
、
技
術
的
危
険
は
殆
ん
ε
絶
無
に
し
て
輕
濟
的
危
険
も
亦
漸
く
軽

微
な
り
、
随

て
此
等
企
業
の
利
潤
は
低
し
ご
す
。
撚
れ
ε
も
経
済
的
危
険
は
固
よ
り
真
跡

を
絶

て
る
に
は
非
す
。
.例

へ
は
綿
花
の
匹
作
、
鍼
山
蓬

婁

径

菟

か
れ
さ
る
不
慮
の
自
欝

#
ひ
粧

禽

災
置

罷

纒

罷
)
暴

つ
く
所
㊨
原
料
供
給
の
齟
齬
、
産
業
上
の
恐
慌
、
不
景
気
、
又
は
劇
烈
な
な
競
争

に
基
づ
く
所
の
商
品
販
路

の
障
害

.

等
は
屡
々
起
り
て
止
む
こ
ざ
な
し
。
近
來
各
種

の
保
険
事
業
の
進
歩

に
伴
ひ
、
企
業
者
は
其
危
険
の

一
部

を
保
険

會
耽
に
負
槽
せ
し
む
る
を
得
、
叉
彼
か
工
事
の
受
賃
を
駕
す
場
合
に
再
受
賃
人
を
し
て
危
険
を
負
憺
せ
し
む
る
こ

ε
め
れ
蓬
も
内
企
業
者
に
臆
す

る
危
険
は
荷
ほ
茜
多
し
ε
す
。
故

に
此
等
の
危
険
に
備
ふ
る
積
立
金
は
保
険
會
肚

に
支
撹
ふ
所
の
保
険
料

ピ
共
に
生
産
費
の

↓
部
若
く
は
事
業
維
持
費

の

一
部
に
計
算
す

る
を
適
嘗
な
b
オ
す
。

第

⊥
ハ
款

人
的
外
利
益
即
ち
凋
占
的
利
益
及
ひ
幸
運
的
利
金
.
ラ
ツ
サ
ー
ル
の
誤
謬



以
上
序
を
逐
ひ
て
論
評
し
た
る
二
綱
五
目
は
生
産
を
現
在
行
ひ
及
ひ
之
を
將
來
に
縫
綬
す
る
に
必
要
鉄
く
可
か

ら
さ
る
費
用
、
即
ち
生
産
費

の
部
類
に
屠
}せ
し
む

へ
き
も
の
な
る
か
故

に
、
此
等
を
総
利
潤
よ
り
控
除
し
て
若
し

　

　

ワ

　

む

佃
ほ
飴
剰
あ
ら
は
、
此
餓
剰
は
即
ち
眞
實

の
餓
剰
な
り
。
此
眞
實
の
鯨
劃
を
生
す

る
原
因
は
如
何
。
イ
ー
ゾ
黒
氏

は
企
業
者
の
人
格

に
基

く
も
の
ざ
然
ら

さ
る
も
の
ε
を
目
安
こ
し
、
企
業
者
の
人
格
に
基
く
蝕
剰
を
純
利
潤
ε
名

け
、
然
ら

さ
る
も
の
を
人
的
外
利
金

へ。
×
冨

も
。駐
。
ロ
巴

西
巴
昌
㎝
)

ε
名
け
π
る
は
前
述

せ
る
如
し
。
今
少

し
く
此

第
三
綱
即
ち
人
的
外
利
益
の
二
目
に
就
て
論
ず
る
所
あ
ら
む
。

　

む

　

む

り

人
的
外
利
益
の
第

↓
日
だ
る
濁
占
的
利
益
は
唯
凋
占
業
の
場
合

に
の
み
獲
生
し
且
存
繧
す

る
も
の
に
し
て
、
自

由
競
争
行
は
る
る
各
種
の
企
業
に
於

て
は
獲
生
せ
す
、
叉

一
時
獲
生
す
る
こ
ε
有
る
も
永
く
存
続
す
る
を
得
す
。

抑
も
猫
占
な
る
も
の
は
貨
物
叉
ば
動
勢

の
償
絡
を
左
右
し
得

る
に
足
る
程
度
に
於

て
其
貨
物
叉
は
動
勢
の
供
給
に

関

し
て
有
す

る
所
の
制
馭
擢
の
行
使
な
る
か
故
に
、
正
常
的
凋
占
債
格
は
正
常
的
競
争
償
格
の
如
一
生
産
費

(詳

言
す
れ
ば
耐
會
の
需
要

し
鷹
し
て
現
在
生
産
に
従
事
し
つ
つ
あ
る
所
の
多
数
の
競
争
生
産
者
中

の
最
大
生
産
費
即

ち
限
界
生
産
費
)
に
由
り
て
定
ま
ら
す
し
て
、
需
要
の
實
際

に
於
て
凋
古
着
か
獲
得
せ
ん
ε
欲
す
る
、
且
獲
得
す

る
を
得
る
所
の
最
大
純
益
の
黙

に
於
て
定
ま
る
へ
き
も

の
な
り
。
是
故
に
猫
書
債
格
は
通
常
競
争
償
格
よ
り
高
く

從

て
凋
占
的
利
潤
は
競
争
的
企
業
の
純
利
潤
よ
り
大
に
し
て
且
其
織
綾
性
大
な
り
。
蓋
し
凋
占
に
種

々
あ
り
湘
凋

占
者

の
資
格
性
質
も
亦

一
な
ら
す
。
今

一
々
藪

に
詳
論
す
る
の
暇
無

し
ご
雄
も
、
少
敷
の
私
的
凋
占
者

の
私
利
増

論

叢

利
潤
の
経
済
的
及
ひ
道
徳
的
性
質
(二
)

第
十
三
巻

(第
四
號

六
五
)

五
　
五

,



論

叢

利
潤
の
経
済
的
及
ひ
疽
標
的
性
質
〔二
)

第
十
三
巻

(第
四
號

六
六
)

五
一
六

進

の
爲
に
肚
會
民
衆
の
公
益
を
犠
牲

に
供

せ
る
如
き
場
合
は
往

々
こ
れ
有
り
。
斯
の
如
き
場
合

に
輿
論
の
制
裁
、
r

法
律

の
制
限
、
及
ひ
行
政
権
の
監
督

の
必
要
あ
り
。
叉
場
合
に
由
り
て
は
或
種
類

の
私
的
濁
占
業
を
官
公
螢
に
移

す
を
得
策

ご
す

る
こ
ご
有
り
。
輓

近
衣
明
國
に
於
け
る
鐵
道
、
郵
便
、
.電
話
、
、道
路
、
港
溜
、
波
止
場

、
炭
坑
等

の
國
有
官
管
及
び
交
明
都
市
に
於
け
る
市
街
鐵
道
、
瓦
斯
、
電
氣
、
水
道
、
市
場
、
住
宅
、
.貯
蓄
銀
行
等
の
公
有

公
替
は
即
ち
是
な
ゲ
。
之
を
要
す
る
に
私
的
猫
占
中
往

々
肚
會

の
公
益
を
害
す
る
虞
あ
る
も
の
は
、
次
の
二
種
を

　

ロ

　

む

最

ε
す
。
其

は
自
.然
櫛

占

(一翼

=
「巴

ヨ
書
名
。
一一窃
)
に

し

て
、
或

は
天
然

の
一良
好

な

る
地

位
を
占
擦

し
叉

は
其
豊

富
な

る
天
然

の
資
源

を
濁
出

す

る
場
合

、
或
は
事

業
の
組

織
性

質
上

到
底

自
由
競

雫

の
行
は

れ
難

き
場
合

に
現

は

む

　

ウ

つ

　

る
る
凋
占
な
り
。
其
二
は
謂
ゆ
る
資
本
的
猫
占

〔8
融詐
巴
一隻
。
日
9
6
勺
。
ぎ
巴

に
し
て
、
大
企
業
者
が
合
同
し
て
任

意

に
競
争
を
杜
絶
す

る
場
合
に
現
は
る
る
凋
占
な
b
ε
す
。
前
掲
の
諦
観
は
即
ち
鐵
道
郵
便
以
下
は
大
抵
自
然
的

稠
占

に
し
て
、
企
業
者
が
「
ト
ラ
ス
ト
」
「
カ
ル
・7
ル
」
の
如
き
企
業
合
同
を
組
織
し
た
る
時
は
、
こ
れ
は
資
本
的
猫

占
な
b
ε
す
。
而
し
て
例

へ
は
多
数

の
私
設
鐵
道
會
肚
叉
は
瓦
斯
會
血

か
合
同
し
た
る
場
合
は
自
然
的
猫
占
ざ
資

木
的
凋
占

ε
の
二
を
兼

痴
る
も
の
ご
謂
ふ
可
く
、
而
し
て
斯
の
如
き
場
合
に
耐
會
民

衆
の
被
る

へ
き
危
険
は
最
も

大
な
b
蓬
す
.。

然

恥
ご
も
自
由
競
争

の
盛
に
行
は
る
る
企
業
間

に

「
時
稠
占
的
利
益
の
独
現
す

る
場
合
勘
か
ら
す
。
例

へ
は
企

業
者

か
新
鞍
見
叉
は
新
穫
明
を
爲
し
叉
は
他
人
の
凝
見
戦
明
し
た
る
も
の
を
最
先

に
利
用
し
た
る
ε
き
は
、
彼
は



ぴ

む

む

む

一
時
濁
占
的
利
益
を
得

へ
し
。
獲
明
品
の
專
喪
特
許
の
如
き
は
謂
ゆ
る
法
定
濁
占

(δ
αq
巴

∋
。
ま
唱
o
浄
↓

の

一
種

な
れ
ご
も
賓
は
自
由
競
争
の
好
結
果
に
し
て
、
且
甚

艮
原
因
ご
し
て
推
稽
す

へ
き
も
の
な
り
。
獲
明
音
叉
は
最
先

「の
利
用
者

か
此
擢
利
に
由
り
て
得

る
所

の
利
益
は
諸
国
の
法
律
上
其
期
間
に
制
限
を
附

せ
ら

る
る
の
み
な
ら
す
、

(
手
國
は
十
五
年
)實
際

に
於
て
他
の
改
頁
叉
は
新
獲
明
を
促
か
引
か
故
に
、
此
利
益
は

一
時
的
に
し
て
甚
だ
縫
績

性
に
乏
し
き
も
の
な
b
。

さ
れ
は
此
利
益
は
猫
占
射
利
盆
ε
謂
は

ん
よ
り
は
寧

ろ
後
に
述
ふ
る
純
利
潤
に
届
せ
し

む

る
を
正
賞
ε
駕
す

へ
き
な
b
。む

ロ

　

む

む

、・人
的
外
利
益

の
第
二
目
た
る
幸
運
的
利
益

〔8
昌
昌
9
嘆
巴

㈹
巴
諺
)

は
英
名
の
示
す
如
く
、
意
外

の
幸
運
に
由

る
利
益
な
り
。
其
著
し
き
例
は
戦
争
の
勃
獲
に
由
り
軍
需
品

の
製
造
入
商
人
運
搬
人
か
意
外

の
互
利
を
得

る
如
き

叉
大
火
災
震
災
の
後
に
材
木
商
建
築
業
者

か
暴
富
ε
な

る
如

き
は
是
な
り
。
是
等
は
必
ず
し
も
企
業
者
の
優
秀
な

る
才
能
叉
は
其
周
密
な

る
用
意
に
基
き
れ
る
も
の
に
非

さ
る
か
故

に
後
に
逓
ふ
る
純
利
潤
ε
匠
別
す

へ
き
も
の
な

　

　

　

む

り
。
黙
れ
蓬
も
蜜
際

に
於
て
継
て
の
企
業
は
多
少
不
慮

の
幸
運
並
に
否
運
を
伴

ふ
も
の
な
り
。
.特
に
商
品
企
業
は

特

別
の
註
文
を
待
た
す

、
肚
會
の
需
要
を
豫
捌
し
て
、
大
量

の
生
産
を
寫
す
も

の
な
る
か
故

に
、
前
段

に
述

へ
た
.

る
如
き
商
業
的
危
険
を
負
ふ
事
大
な
る
ざ
同
時
に
幸
運
の
寵
児
ε
爲
る
場
合
も
亦
多

し
ε
す
。
且
肚
會

の
事
情
は

複
雑
に
し
て
絶

え
ず
攣
動
ず

る
か
故

に
、
各
企
業
者
の
得
る
所
の
利
潤
の
如
き
も
其
何
れ
の
部
分
か
幸
運
的
利
益

に
騙
し
、
何
れ
の
部
分
か
純
利
潤

に
厨
す
る
か
、
又
其
何
れ
の
部
分
か
濁
占
的
利
益
な
る
か
を

一
々
精
縫
に
判
別

論

叢

利
潤
の
経
済
的
及
ひ
溢
徳
的
性
質
〔二
)

第
+
三
巻

〔第
四
號

六
七
)

五
}
七

.一 L・.一



論

叢

利
潤
の
経
済
的
及
ひ
道
徳
的
性
質
(二
)

第
十
三
巻

(第
四
號

六
八
)

五
一
入

す

る
は
甚

π
難

し
ご
す
』
但

し
學
理

的
抽

象
的

に
論
ず

れ
は
利
潤
は
斯

の
如

き
諸
要
素

を
含

む

ご
ε
を
否

む

へ
か

む

げ

つ

ほ

む

ロ

む

　

ら

す
。
、
猫
逸

肚
倉
主
轟
音

ラ

ソ
サ
コ

ル

(同
①「凸
爵
巳

い
繋
臣
口
ε

か
企
業
者

の
利
潤

を
以
て
現
時

の
肚
會

關
係

に

む

ロ

　

む

む

む

　

む

り

む

む

つ

　

む

む

む
　

れ

於

て
唯

企
業
者

の
み
攫

み
得

る
所

の
幸
運

に
締
す

る
説

の
如

き
は
實

に
利
潤

の
原
因
及

ひ
要
素

の

一
斑
を
窺
ひ
て

至
豹
を
推
測
す

る
の
偏
見
僻

説
た

る
を
発

か
れ
す

、
■
特

に
彼
等
肚
倉
主

論
者

か
余

の
衣

に
述

へ
ん
こ
す

る
純
利

潤

を

理
解
せ

さ
る
は
彼
等
自

か
ら
其

主
義

の
根
振

に
缺
陥

を
穿

つ
も
の

ε
謂

ふ

へ
き
な
り
。
(閃
角
島
語
義
.

訂

。・肋塾
P

、、類
費
「
一躍
丑
舞
-
ω
。穿
一No
ぐ
8

U
色
ヨ
。r

山
田

O
野

oぎ

忌
呂
密

室

回田
P

ード
。。α
占

常

民畠
-
切
g
島
。
ξ

、.常

6
0一一。?

葺
く
『
5
ρ
、、
切≡
に&
.
お
○
導

℃
.
日
α
-
器

ω
蓄

第

七

歎

純
利
潤

の
性

質

ゆ

　

む

最
後
に
純
利
潤
を
説
明
す

へ
し
。
以
上
序
を
逐
ひ
て
説
明
し
た
る
三
綱
七
目
を
総
利
潤
よ
り
控
除
し
て
若
し
飴

剰
あ
ら
は
、
此
餓
剰
は
帥
ち
純
利
潤
な
り
。
純
利
潤
ε
は
純
然
た
る
人
的
利
益
な
り
。
詳
言
す
れ
は
企
業
者
の
優

秀
な
る
企
業
能
力
に
由
る
報
酬
に
し
て
尋
常
の
取
締
報
酬

(轟
σq
Φω
9

聲
も
鼠
算
②
巳
。
旨
9
)
.を
超
越
し
、
瓦
硯
占

的
利
益
又
は
幸
運
的
利
益
ご
異
な
る
所
の
も
の
な
り
。
謂
ゆ
る
盃
業
能
力
ご
は
前
段
柔
説
明
せ
る
取
締
報
酬
の
原

因
ε
な
る
所
の
も
の
即
ち
取
締
の
任
務
に
超
越
せ
る
琵
力
な
り
。
取
締
の
任
務
は
企
業
者
自
身
に
之
を
爲
さ
＼
る

場
合
に
は
有
給
支
配
人
に
委
任
す

る
を
得

へ
し
。
而
七
て
企
業
能
力
は
此
等
の
支
配
人
の
適
不
適
を
鑑
別
し
、
及

ひ
彼
等
を
し
て
彼
を
信
頼
し
彼
の
爲
に
霊
力
せ
し
む
る
勢
力
を
含
む
も
の
な
り
。

一
般
に
官

へ
は
肚
會
の
需
要
を

,



豫
捌
し
、
稜
明
獲
見
を
利
用
し
、
生
産
要
素
を
通
常
に
結
合
し
、
分
業
其
他
生
産
組
織
を
適
宜
に
し
、
競
争
生
産

者

の
態
度
を
精
査
し
、
原
料
其
他
生
産
用
品
の
供
給
を
最
も
豊
冨
廉
直
の
所
に
求

め
、
盆
産
品
の
利
用
及

ひ
販
費

を
最
も
利
益
あ
る
所

に
致
し
、
且
販
路
の
維
持
開
拓
及
ひ
横
張
を
勉
ぴ
る
等
は
企
業
能
力
の
「重
な
る
内
容
を
寫
す

も
の
な
り
。
而
し
て
此
等
能
力
は
後
天
的
敢
育
及
ひ
試
練
の
結
果
な
る
も
の
も

め
れ
ε
も
、
先
天
的
稟
性
に
由
る

も
の
亦
砂

か
ら
す
し
て
、
各
人
間

に
人
な
る
差
等
め
る
は
素

よ
り
論
を
待
把
さ
る
な
り
。

,

斯
の
如
く
各
企
業
者
の
企
業
能
力
に
差
等
あ
る
か
故
に
、
.真
結
果
た
る
純
利
潤
に
も
亦
差
等
な
き
能
は
す
。
凡

そ
自
由
競
争
の
行
は
る
場
合
に
於
け
る
生
産
物
の
正
常
償
格
は
實
際
肚
會

の
需
要
に
慮
す

る
爾
め
生
産
を
緩
行

し

つ
、
あ
る
所
の
多
数
の
競
争

せ
る
企
業
潜
中
の
最
劣
等

の
者

(即
ち
限
界

生
産
者
)
の
要
す

る
生
産
費
即
ち
最
大

生
産
費

(限
界
生
産
費
)
に
由

り
て
足
る

へ
き
も
の
な
り
。
.撚
古
す
れ
は
同

↓
の
時
同

一
の
國
に
於
て
同
種
の
企
業

を
瞥
み
互
に
競
争
し
つ
つ
め
る
多
数

の
企
業
者
の
ヰ
に
就
て
企
業
能
力
最
劣
等
の
人
即
ち
限
界
生
産
者
の
生
産
費

帥
ち
限
界
生
産
費

か
其
生
産
物
の
慣
楕
を
測
定
す

へ
き
か
故

に
、
限
界
生
産
者
は
何
等
の
鯨
剰
即
ち
純
利
潤
を
得

る
こ
ご
無

か
る

へ
し
。
蓋
し
彼
賎
其
所
有
の
土
地
叉
は
資
本
を
生
産
用
に
供
し
た
る
場
合
に
は
是
等

に
封
ず
る
地

代
叉
は
利
子
に
相
當
す
る
額
を
敗
得
す

へ
し
、
何

ε
な
れ
ば
.訂
し
之
を
牧
得
せ
さ
ら
む

か
、
彼
は
其
土
地

又
は
資

本
を
自
か
ら
使
用
せ
す
し
て
、
寧

ろ
之
を
他
人
に
賃
貸
す

へ
け
れ
に
な
り
。
又
彼
は
自

か
ら
取
締
の
任
務
を
執
り

た
る
場
合
に
は
取
締
勢
賃
に
相
當
す
る
額
を
股
得
す

る
な
る

へ
し
。
何

ε
な
れ
は
若
し
之
を
牧
得
せ
さ
ら
む
か
、
、

論

叢

利
潤
の
経
済
的
及
ひ
道
徳
的
性
質
〔二
)

第
十
三
巻

(第
四
號

六
九
)

五
一
九



論

叢

利
潤
の
経
済
的
及
ひ
逆
徳
的
性
質
(二
)

第
十
三
巻

(第
四
號

七
Q
)

五
二
Q

彼
臥
寧
ろ
他
人
の
儒
に
雇
は
れ
支
配
人
の
任
務
を
執
り
、
確
定
せ
る
報
酬
を
受
く
る
こ
ε
を
却
て
得
策
乙
爲
す
に

至
る
可
け
れ
は
な
ら

り
素
よ
り
多
数
の
企
業
者
申
に
は

一
時
の
損
失
を
忍
ひ
て
生
産
を
続
行
す

る
も
の
も
あ
る

へ

し
撚
れ
蓬
も
梢
長
き
時
期

に
就
て
考
察
す
れ
ば
、
實
際
生
産
を
績
け

っ
っ
あ
る
最
劣
等
の
企
業
者
の
吸
入
は
少
く

ε
も
生
産
費
を
償
ふ
も

の
な
ら
さ
る
可
か
ら
す
。
之
を
限
界
生
産
者
ε
謂

ふ
、
限
界
生
産
者
は
純
利
潤
を
も
得
す
.

又
損
失
を
も
負
は
さ
る
人
な
り
。
而
し
て
彼

よ
り
優
秀
な
る
企
業
能
力
を
有
す
る
人
々
即
ち
隅
肉
生
産
者
は
其
能

力
の
大
小
に
慮

し
て
差
等
釣
縄
利
潤
を
受
く

へ
き
な
り
。

第

八

款

純
利
潤
ご
地
代
ε
の
比
較
.
其
類
似
黙
及
ひ
相
異
艶

　

ロ

　

ね

　

　

わ

む

　

　

　

以
上
説
明
す

る
所
に
由
れ
ば
純
利
潤
は
醗
劇
的
並
ひ
に
差
別
的
牧
人
な
り
.、
此
黙
は
リ
カ
ル
ド
ー
氏
の
謂
ゆ
る

経
済
的
地
代

〔o
o
つコ
9
三
6
話
昇
)
に
川似
た
る
所
…め
り
。
理
論仕
耕
作
せ
ら
る
る
日取
劣
等
の
土
地
即
ち
限
界
的
耕
地

に

地
代
無
き
か
如
く
、
現
在
管
業
を
預
け

つ
つ
あ
る
最
劣
等
の
企
業
者
即
ち
限
界
企
業
者
は
純
利
潤
を
得
す
。
農
産

物

の
儂
格
は
限
界
耕
地
の
生
産
幾
に
由
b
て
定
ま
る
如
く
、
工
産
物
の
償
格
は
限
界
企
業
者
の
生
産
費
に
由
り
て

定
ま
る
。
故
に
限
界
耕
地
よ
り
良
好
な
る
土
地
は
其
良
好
の
度
に
慰
し
て
差
別
的
地
代
を
生
す
る
如
く
、
限
界
企

業
者
よ
り
優
秀
な
る
企
業
者
は
亦
其
優
秀
の
度

に
臆
し
て
差
別
的
利
潤
を
得
。
學
者
か
往

々
純
利
潤
を

℃
。閉
8
匙

「①耳

ε
呼
ふ
は
之
か
爲
な
り
。

黙
れ
ε
も
純
利
潤

か
経
済
的
地
代
ご
大
に
異
な
る
黙
二
あ
り
。
「第

一
、
純
利
潤
は
人
格
に
本

つ
く
肢
人
な
れ
ご

噛



も
・
地
代
は
然
ら
す
・
第
二
、
地
代
は
永
纏
性
を
有
す
慧

猷

純
利
潤
は
然
ら
す
。
地
代
は
土
地
所
有
権
を
認

む
る
法
律

の
庇
保
の
下
に
於
て
地
主

の
得
る
所
の
牧
人

に
に
し
で
、
彼
の
賢
愚
勤
怠
に
何
等

の
關
係
あ
る
も
の
に

非
す
。
且
土
地
特

に
良
好
な
る
土
地
は
元
來
其
供
給
有
限
な
る
.か
故
に
、
入
口
の
増
加

に
俘
.ひ
、
從
來
地
代
な
か

b
し
土
地
即
ち
限
界
的
耕
地
に
地
代
を
生
し
、從
來
の
地
代
は
語
々
真
率
を
高
む

へ
く
、
斯
く
し
て
最
初
の
土
地
の

所
有
者
及
び
椎
利
継
承
人
は
其
土
地

の
存
在
す
る
限
り
は
永
久
に
総
絞
し
且
増
加
す

る
所

の
…収
入
を
得

へ
き
な
り

之
に
反
し
て
純
利
潤
は
前

に
詳
説
せ
る
如
く
企
業
者
の
能
力
手
腕
に
本

つ
C
も
の
な
る
が
故
に
、
壷

に
彼
自
身
の

意
識
気
力
健
康
生
命
に
從
庸
す
る
の
み
な
ら
す
、
彼

の
競
事
者
の
動
静
並
に
肚
會
事
情
の
攣
邉

に
絶

え
ず
左
.古
せ

ら
る
る
も
の
な
ら
。
蓋
し
優
秀
な
る
企
業
者
は
新
讃
見
新
獲
明
を
最
先

に
利
用
し
簿
或
は
畿
明
品
の
專
萱
特
許
に

依
り
て
、

一
時
耳
利
を
青
む

へ
し
ざ
難
も
、
多
数

の
競
箏
者
は
直
ち
に
先
蹤
を
逐
ひ
て
競
路

に
参
加
し
.
久
し
か

ら
す
し
て
新
醗
見
の
「
八
幡
知
ら
す
」
は

一
般
に
知
れ
渡
り
、
新
獲
明
の
秘
密
「の
鍵

は
何
人
の
手

に
も
握
ら
乃
る
に

至
・
へ
し
・
需

品
餐

特
許
の
庇
保
の
如
き
も
+
五
変

は
二
+
年
の
有
期
に
止
言

舞

に
+
)
、
翻

後
は

素
よ
り
多
敷
の
競
争
生
産
者
を
出
す

へ
く
、
而
も
其
満
期
前
に
更

に

一
層
優
秀
な
る
新
獲
明
文
は
改
良
を
駕
す
者

輩
出

し
て
、
前
殿
明
者
の
利
潤
を
奪
ひ
去

る

へ
し
。
其
他
新
式

の
生
産
方
注
公
衆
の
愛
化
す
る
新
需
要

に
慮
す
る

爲
の
生
産
、
販
路

の
開
拓
及
ひ
櫃
張
等
凡
そ
生
産
、蜜
を
軽
減
し
純
利
潤
を
増
加
す
る
原
因
ε
な

る
へ
き
事
項
は
現

時
の
自
由
競
争
を
原
則
ε
す

る
産
業
界
に
於
て
は

一
人
叉
は
少
数
者
の
永
く
猫
占
す
る
を
許
ざ
す
し
て
.
優

秀
な

論

叢

利
潤
の
純
濟
的
及
ひ
道
徳
的
性
質
(
二
)

・

第
十
三
巻

(第
四
號

七
㎝
〉

五
　=

鬼



/

論
.
畿

利
潤
の
経
済
的
及
ひ
遣
偲
的
性
質
〔二
)

第
十
三
巻

(第
四
號

七
二
)

丑
二
二

.

る
企
業
者

は
踵

を
接

し
て
絶

え
ず
競

争
に
参

加
し

、
斯
く

し
て

「
時

耳
利
を
得

た
り
し
人
も

永

く
其
好

現
を
維

持

す

る
能

は
す

、
企
業
者

は
新
陳

代
謝

し
て
、

一
般

の
企
業
能

力

は
益

々
甦

み
、
生
産
費

は
盆

々
減
少

し
、
物

償
は

低
落

し
、
.企
業
者

の
利

潤
は

一
般

に
減
少

し
、

而

し
て
耐
會

は
益

々
改
頁
進
歩
す

る
も

の
な
り
。

余

か
利

潤

の

む

り

む

む

　

む

ロ

　コ
　
　

り

維
濟
的
及
ひ
道
徳
的
性
質
を
高
唱
す
る
所
以
は
實

に
藪
黙

に
在

る
な
り
。
.

第

九

款

結
論
、
利
潤
の
原
因
及
ひ
要
素
に
關
す

る
肚
會
主
義
説
の
誤
謬

地
代
ε
利
潤
ε
の
相
似
た
る
黙
及

ひ
相
異

な
る
黙
ば
前
述
の
如

し
。
二
者
共

に
生
産
費
を
超
越
し
π
る
飲
剰
に

し
て
且
差
別
的
牧
人
な
る
こ
ε
は
相

似
π
る
黙
な
り
。

一
は
人
格

に
由
ら
さ
る
永
続
的
牧
人
な
れ
ε
も
、

㎜
は
人

格
に
由
る
暫
時
的
牧
人
な
る
こ
ε
は
相
異
な
る
黙
な
り
。
且
藪

に
最
も
注
意
を
要
す

る
こ
ε
は
、
吾
人
の
今
比
較

評
説
せ
る
は
蟹
隈
的
に
謂
ふ
所

の
地
代
ご
利
潤
嘘
に
非
す
し
て
學
理
的
抽
象
的
に
謂
ふ
所
の
経
済
的
地
代
.
(。
8
言

o
ヨ
ま
.「。
旦

ご
純
利
潤

〔雲
容

器
具
)

こ
の
性
質
な
る
こ
ε
是
な
り
。
現
實
砒
會
に
於
て
地
主
の
受
領
す
る
所

の

地
代
は
経
済
的
地
代
の
外

に
土
地

の
開
墾
改
頁
保
全
等
に
曾
て
投
入
せ
ら
れ
た
資
本
の
利
子
天
々
年

々
の
管
理
に

　

む

要
す

る
費
用
を
含
む

へ
し
。
之
ε
同
様
に
實
際
企
業
者
の
得
る
所

の
利
潤
即
ち
通
常
の
語
に
於
て
利
益
ε
柑
せ
ら

る
る
も
の
は
、
イ
ー
り
11
氏
の
謂
ゆ
る
総
利
潤
を
意
味
し
、
然
ら
さ
れ
は
総
利
潤
中
よ
り
前
掲
第

「
綱
の
第

一
日

夜

ひ
第
二
目
即
ち
企
業
者
自
身
所
有
の
資
本
及
ひ
土
地
に
勤
す

る
利
子
及
ひ
地
代

ε
第

二
綱
の
第

一
目
即
ち
資
本

減
債
補
充

ご
を
控
除
し
π
る
醗
剰
を
指
す
に
止
ま

る
へ
し
。
故
賦
ル
つ
ワ
・
ボ
ー
リ

ユ
ー
氏
は

『
企
業
者

の
利
潤
は

,



O

四
要
素
を
示
す

、

】
部
は
取
締
労
賃

〔冨

・・四巨

話

窪
二
庁
葺
く
巴
一
〔げ

ユ
ぎ
∩二
8

)
、

一
部
は
危

険
に
封

ず

る
保
険
料

丁

一
部

は
企
業
者

の
明
敏

な
る

こ
ご
及

ひ
彼

の
智
巧

な

る
経

管

に
由

る
利
益

(δ

σ
窪
窪
・6
号

一p
。・曽
σq
騨
。
一幕

9

号

鴨
葺

亀
貫
。昇
。
監
已
【}

#
雰
二
。
5

、
終

り

の

一
部
は

不
慮

な

る
幸
運

の
賜

な
り
」
ε
言
ひ

た
り

(犀

「o
胃
弱
舞
巳
凶2
層

目
湊
巴

q。二
三

騨
「2
胃
註
8

ロ
2

蔚

訂
。。。。。早

馬
。盆
・
国

勢

二

。。
&

・
や

ω8

)
。

此

四
要
素
中

第
三

に
擘

け
た
る
も
の
は
即
ち

イ

ー
り

1
氏

の
謂

ゆ
る
純

利
潤

に
外
な
ら
す

。

〃
ロ
ワ
・

ボ
ー
ン

.

ユ
上
氏

か
猫
占
的
利
益

を
翠

け

さ

る
は
、
蓋
し
自
由
競
争

の
行
は

る
る
場
合

に
就

て
説
明
し
た

る
か
爲

な
り
。

夫

れ
斯

の
如

く
實
際

の
地

代
は
謂
ゆ

る
纒
濟

的
地

代

の
外

に
少

く
ε
も
資
本

の
利
子
を
含

み
、
又
實
際

の
利
潤

は
其

人

な

る
場
合

に
は
蕾

に
生
産
費
維

持
費

を
支
辨

し
て
術

ほ
鯨

り
あ

る
の
み
な

ら
す

、
.謂

ゆ
る
純

利
潤

を
含
み
、
場

合

に
由

り

て
は
幸

運
的
利
益

叉
は

凋
占
的

利
益

を
も
含
む

こ
ε
あ
b
。
経

済
的
地

代
の
人
格

に
由
ら

さ
る
牧
人
な

る

こ
ご
は
幸
運
的

叉
は
猫
占
的
利

益

に
似

π
b
、
叉
経
済
的
地
代

か
継

続
性

を
有

す

る
如
く

、
猫
占
的

利
益
は
利

潤

の
他

の
部
分
特

に
幸

運
的
利
益

又
は
純

利
潤

ご
異

に
し
て
、、
割
合

に
織

綾
性
を
多

く
有
す

る
も

の
な
り
。

是
政

に
成

る
批
會
主
義
者

例

へ
は

「
ソ
リ

ー
・

ジ

ョ
ー
ジ
の
如
き
土
地

国
有
論

者

か
地
代
を
以

て
全
然

不
勢
増

富

(
=〒

。
p
ヨ
巴

一目
「警

Φ
邑

な

る
.か
如

く

論
臨

し
て
、
地
代

の
国
有

に
露

せ
し
む

へ
き
を
主

張
す

る
は
、
實
際
的
地

代

の

包
含
す

を
利
子
及

ひ
其

根
源

π

る
資
本

〔土

地

の
開

墾
改
良
保
全
等

に
向

て
投
入
せ
ら

れ
た
る
も

の
)
を
度
外

に
措

く
説

に
し

て
.
固

よ
り
正
賞

に
非

す
。

之

ε
同
様

に
、

ラ
ツ
ナ
ー

ル
の
如

く
利
潤

を
以

て
現
時

の
肚
會
關

係

に
基

論

叢

利
潤
の
輝
潴
的
及
ひ
道
徳
的
性
質
(二
)

蒲
十
三
巷

(第
四
號

七
三
)

五
二
三

,
.
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論

叢

利
潤
の
経
済
的
及
ひ
遺
徳
的
性
質
(二
)

第
十
三
巷

(第
四
號

七
四
)

五
二
四

一
幸
運
的
牧
人
に
し
て
.
此
幸
運
は
濁
り
資
本
を
有
す
る
人
の
み
攫
み
取
る
を
得
る
も
の
に
し
て
、
無
資
な
る
多

敷
の
勢
働

酋
は
此
幸
運
の
樽
戯
に
投
ず

へ
き
賭
金
を
宿
せ
す

`
言

ふ
説
の
如
き
は
.
利
潤
中

の
比
較
的
重
要
な
ら

さ
る

一
部
分
(師
ち

幸
運
酌
利
益
)
の
み
を
見
て
、
他

の
重
要
な
る
話
部
分
特
に
企
業
者

の
優
秀
な
る
能
力
手
腕

に

本

つ
く
利
益
即
ち
純
利
潤
を
忘
れ
π
る
偏
挾
の
説
な
る
は
明
白
な
り
。
其
他
肚
會
主
義

に

一6
醸
せ
る
入
々
か
、
猫

占
的
利
益
を
皮
相
的
に
観
察
し
、
且
総
て
の
利
潤
を
之
に
準
し
て
思
考
し
、
企
業
者
の
得
る
所

の
利
潤
は
常
に
耽

會
民
衆
の
利
益
を
蟻
牲

に
供
す
る
も
の
な

る
か
の
如
く
誤
想
す
る
も
の
あ
り
。
思
は
さ
る
の
甚
し
き
も
の
こ
謂
ふ

可
し
。
余
か
本
節
に
利
潤
の
原
因
及
ひ
要
素
を
反
覆
説
明
せ
る
所
以
は
、
必
ず

し
.も
新
奇
な
る
意
見
を
獲
表
す
る

を
目
的
ご
せ
す
、
.唯
近
頃
構
誤
謬

の
説
を
傳

へ
、
中
に
は
既

に
欧
米
に
於
て
残
骸
塵
屋
ε
な
り
た
る

マ
ル
ク
ス
主

義
を
我
国
に
再
生
再
建
せ
し
め
む

ピ
試
む
る
か
如
き
輩
あ
る
を
見

る
か
故
に
、
藪
に
余

の
最
も
正
賞
ε
信
ず

る
経

済
學
説
を
紹
介
し
、
珈

か
卑
見
を
加

へ
て
、
利
潤
の
脛
濟
的
及
道
徳
的
性
質
を
説
明
し
、
傍
ら
砒
會
主
義

の
誤
謬

を
指
摘
し
た
る
な
り
。
請
ふ
荷
ほ
節
を
改
め
て
、
利
潤
の
正
當
な
る
こ
ざ
、
及
ひ
肚
會
主
義
特
に

マ
ル
ク
ス
涙
の

利
潤
に
劃
す
る
説
の
謬
れ
る
を

一
層
詳
か
に
論
評
す

る
所
あ
ら
む
。
(
未
完
)


